
は じ め に

山陰地域には古第三紀のコールドロンが線状～雁行状に配

列することが知られている（村上，1973，1985；小室，1999

など）．これらのコールドロンのうちで最大規模の未踏査地

域であった桜江コールドロンについては，これまでに東部を

松田・小田（1982），西部を Nakamura（1982），山内（1986），

北西部～中部を中澤・小室（1996），入道・小室（1997），小

室・大塚（1999），中部～南部を青山・小室（2001），新屋敷

ほか（2002），大町・小室（2003），日畑ほか（2004）が調査

を行っている．また，これらの基礎的な調査をもとに Komuro

et al.（2006）は，桜江コールドロンの形成モデルを提案した．

桜江コールドロンを埋積する火山岩・火砕岩類は，桜江層

群中野層（松田・小田，1982）と呼ばれる．一方，山内（1986）

は，桜江コールドロン西部の旭町付近に分布する桜江層群相

当層を旭層群と命名し，下部の今市累層と上部の丸原累層に

区分した．そして，上部の丸原累層は，桜江コールドロンと

は別の単独の陥没構造をなしていると考えた．その後，松浦

（1989）はジルコンのフィッション・トラック ED 2法による

年代測定を行い，旭層群と松田・小田（1982）の桜江層群が

同じ年代値を示したことからこれらを一括し，改めて桜江層

群を再定義した．また，新屋敷ほか（2002）は，旭層群今市

累層を，桜江層群中野層下部の川戸凝灰岩部層と同層準であ

るとみなした．

このように，桜江層群はこれまでの研究により，層序・構

造ともほぼ明らかになったが，新期の陥没構造とされる丸原

累層と下位の桜江層群中野層相当層との関係は詳しい記載が

ないため，充分に明らかにされたとはいえない．本論文では

山内（1986）の研究地域を再調査し，地質図を作成，層序と

構造について再検討を行う．

地 質 概 説

調査地域は，桜江コールドロンの南西部にあたる八戸川西

岸から浜田市旭町にかけての地域である（第 1図）．調査地

域に分布する桜江層群は，桜江層群中野層（松田・小田，1982）

に相当する．主に流紋岩質からデイサイト質の火砕岩からな

り，数枚の安山岩溶岩を挟む（第 2図）．

本地域の桜江層群は，下位から結晶質凝灰岩，安山岩溶岩，

火山礫凝灰岩よりなる．これらの桜江層群を，時代未詳火山

円礫岩層と鮮新～更新統の江津層群が不整合に覆っている．

火山円礫岩層は調査範囲の西部に分布し，江津層群は東西に

断片的に分布する．桜江層群には安山岩・流紋岩・ヒン岩・

石英斑岩が貫入している．

本調査地域の桜江層群の構造は，南西にとじた半ドーム状

構造となっている．調査地域最南部では，桜江層群の安山岩

溶岩が基盤の匹見層群と断層で接している．西部では基盤の

三郡変成岩類と桜江層群の火山礫凝灰岩が断層で接する．

地 質 各 論

1．基盤岩類

調査地域の南東部～南部にかけて，基盤の匹見層群の結晶

質凝灰岩が分布する．また，西部には，基盤の三群変成岩類

の泥質片岩が分布する．
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結晶質凝灰岩は，深緑灰色～黄灰色を呈し，径数 mmの

石英・斜長石・黒雲母の結晶片が目立つ珪長質の凝灰岩であ

る．20 mm以下の亜角礫～亜円礫状の岩片を含む．

鏡下では基質は，再結晶した石英や長石の微小な結晶で埋

められている．斑晶には，石英・斜長石・黒雲母・カリ長石

が認められる．斜長石斑晶は 0.2～3 mmの半自形～他形で，

破片状のものが多い．石英は 0.5～7 mmの他形で，破片状

のものが多く，一部融食形を示すものがある．黒雲母は 0.3～

2 mmの自形～半自形であり，緑泥石化しているものもある．

カリ長石は 0.3～1 mmの半自形～他形でマイクロクリン双

晶を示す．

泥質片岩は，全体に黒色を呈する片理の顕著な結晶片岩で

ある．鏡下では，径 0.1 mm程度の石英・白雲母が認められ

る．

2．桜江層群中野層

本調査地域に分布する桜江層群は，中野層に相当し，下位

より結晶質凝灰岩，安山岩溶岩，火山礫凝灰岩からなる．基

盤の三郡変成岩類および匹見層群とは断層関係である．

（1）結晶質凝灰岩

調査地域中央部～東部に分布する．層厚は 450 m以上．

全体に青灰色を呈し，8 mm以下の石英と 4 mm以下の斜

長石の結晶片を多量に含み，また，1～5 mmのフィアメが

みられる．場所によっては 6～15 mm未満の亜角礫～亜円礫

第 1図 位置図．

第 2図 位置図．
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状の岩片を少量含む．礫種は流紋岩が多く，安山岩を少量含

む．

場所により岩相の変化がみられ，東部の八戸ダム付近では

30 mm以下の亜角礫～亜円礫の岩片を多く含む．木田付近

の一部では 1～2 mmの黒色のフィアメが顕著にみられ，強

溶結～弱溶結しているが，岩片はあまり含まれない．

鏡下では，基質は細粒の火山灰と結晶片からなり，一部に

弱いユータキシチック構造がみられる．斑晶には斜長石・石

英・少量の黒雲母が認められる．斜長石斑晶は 0.1～3 mm

の自形～他形で，破片状のものが多い．石英は 0.5～3 mm

の自形～他形で，破片状のものが多く，一部融食形を示すも

のがある．黒雲母は 0.5～2 mmの自形～半自形であり，緑

れん石・緑泥石化しているものもある．

（2）安山岩溶岩

調査地域南部・中部・北部に分布する．後述する火山礫凝

灰岩の上位と下位の 2層準にみられ，下位の溶岩は層厚 50～

300 m，上位の溶岩は層厚 150～170 mで，東方に向かって

尖滅する．

下位の安山岩溶岩は，肉眼では黒色～紫色を呈し，細粒の

石基に 1～2 mmの斜長石の斑晶がみられる．結晶質凝灰岩

との境界付近では，一部緑色を呈し，細礫状の自破砕構造が

認められる．

鏡下では，石基は主に輝石と長石の完晶質であり，ピロタ

キシチック組織を示す．斑晶は斜長石とごく少量の単斜輝石

が認められる．斜長石は 0.5～2 mmの自形～半自形でアル

バイト双晶や累帯構造を示す．単斜輝石は 0.5 mm以下で自

形～他形である．自破砕構造を示す部分の安山岩の石基はピ

ロタキシチック組織を示すが，斑晶はほとんど認められず，

自破砕の岩片ごとに流れの方向がまちまちである．調査地域

東部の旭峡付近の安山岩は強い変質を受け，径 0.5～1 mm

の斜長石や 2～10 mmの気泡を埋めた緑泥石・緑レン石・方

解石からなるアミグデュールがみられる．

上位の安山岩は，淡黒褐色を呈し，径 3～20 mmの角礫状

に破砕された自破砕構造を呈する．個々の礫には流理が見ら

れるものがある．石基は細粒で，斑晶は観察されない．鏡下

では，石基はピロタキシチック組織を示し，流動方向が確認

できる．

（3）火山礫凝灰岩

調査地域西部と北部に分布する．層厚は 150～430 mであ

る．

淡褐色～灰褐色の火山礫凝灰岩で，石英・斜長石・黒雲母・

角閃石の結晶片および火山岩片がみられる．長さ 4 mm以下，

厚さ 1 mm以下の黒色～灰色のフィアメが多数確認でき，中

には長さ 15 mm厚さ 3 mmのフィアメもある．火山岩片は，

数 mm～30 mmの亜角礫～亜円礫状のデイサイトが多く，安

山岩や流紋岩を少量含む．まれに 60 mm以上の岩片を含む

こともある．南西部よりも北部の方が，比較的岩片が少なく，

フィアメが多くて溶結の程度が高い傾向にある．

鏡下では，基質は細粒の結晶片が散在するガラス質基質か

らなる．一部にユータキシチック構造がみられる．斑晶には，

斜長石・石英・少量の黒雲母が認められる．1 mm以上の斑

晶の多くは自形であり，1 mm以下の結晶片はほとんどが破

片状である．石英には一部融食形を示すものがある．黒雲母

は 0.5～2 mmの自形～半自形であり，縁部はほとんど緑泥

石化している．

3．時代未詳火山円礫岩層

調査地域の西部，旭町丸原付近に分布する．桜江層群を不

整合に覆い，層厚は 50 m以上である．

礫種は，風化した火成岩で，赤色・褐色・紫色・白色など

を呈するが，完全に泥質化しており，原岩を特定することは

できない．

径数 cm～数 10 cmの淘汰の悪い円礫で構成される．西側

では比較的大きな 10～数 10 cmの亜円礫～円礫の礫がみら

れ，その間を径数 cmの礫が埋めている．どちらも礫種は同

じと判断され，全体にマトリクスが少なく，礫支持である．

東側では比較的小さな数 cm～10 cmの礫がみられ，こちら

は礫の間を砂または火山灰が埋める基質支持であり，礫種は

西側同様である．

4．江津層群

調査地域の東部に 2ヶ所分布する．どちらも山頂に分布し

平坦面を形成している．厚さは 35 m以上．

径 1 cm～数 cmの亜円礫がみられる．礫種は褐色～紫色を

示すが，泥質化しており原岩の特定はできない．礫の間を砂

や泥が埋めており，基質支持である．

5．貫入岩類

（1）流紋岩

主として調査地域南部に貫入している．

肉眼で白色を呈する．1.5 mm以下の石英と斜長石の斑晶が

みられる．鏡下で石基は隠微晶質である．斑晶として少量の

石英・斜長石・黒雲母が認められる．石英は 0.8～1 mmの

半自形～他形である．斜長石は 0.5～1 mmの半自形～他形

である．黒雲母は 0.8 mmの自形であり，緑泥石化している．

（2）安山岩

調査地域全体に散らばって貫入している．東部の 1ヶ所を

除き，非常に風化が進んでおり，特に南部は紫色～赤色の泥

状となっている．安山岩溶岩より粗粒だが，斜長石の斑晶は

肉眼では確認できない．

鏡下では，石基は主に輝石と斜長石からなる完晶質であり，

流動方向を示さない．斑晶は斜長石・単斜輝石・少量のカン

ラン石が認められる．斜長石は 0.1～0.5 mmで短冊状である．

単斜輝石は 0.5～3 mmで自形～他形である．カンラン石は

0.3～1 mmで半自形～他形でサメ肌状である．又，短冊状の

斜長石が単斜輝石・カンラン石の中に取り込まれているオ

フィチック組織がみられる．

（3）ヒン岩

調査地域北部から中西部，南部にかけて貫入している．

北部に分布するものは肉眼で暗灰色を呈する．2～3 mmの

自形～半自形の斜長石斑晶がみられる．鏡下で石基は隠微晶

質である．斑晶として斜長石・カリ長石が認められる．斜長
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石は径 0.7～5 mmの半自形～他形で，アルバイト双晶・累

帯構造を示す．カリ長石は 0.5～1 mmの半自形であり，一

部緑泥石化している．

中西部に分布するものは，肉眼で青灰色～青緑色を呈する．

6 mm以下の自形～半自形の斜長石が顕著にみられる．鏡下

で石基は隠微晶質である．斑晶として斜長石・角閃石・斜方

輝石が認められる．斜長石は 1 mm～5 mmの自形～他形で

あり，アルバイト双晶・累帯構造を示す．角閃石は 1 mmで

半自形である．斜方輝石は 1 mmで半自形である．

南西部に分布するものは肉眼で濃灰色を呈する．4 mm以

下の自形～半自形の斜長石と赤く風化した石英がみられる．

鏡下で石基は隠微晶質である．斑晶として斜長石・黒雲母が

認められる．斜長石は 1～4 mmの自形～半自形で集斑状で

ある．0.5 mm以下の半自形の黒雲母は緑泥石化している．

（4）石英斑岩

調査地域北部に比較的大きな岩体が，南部に小岩体が貫入

している．淡褐色を示し，石英・斜長石・黒雲母の斑晶が確

認できる．

鏡下で基質は石英・長石類で構成される完晶質で，斑晶は

斜長石・石英・少量の黒雲母が認められる．斜長石は 0.5～4

mmの自形～他形で自形のものが多く，アルバイト双晶や累

帯構造を示す．石英は 0.5～4 mmの自形～半自形で一部融

食形を示すものがある．黒雲母は 0.3～2 mmの自形～他形

であり，緑泥石化しているものもある．

6．地質構造

本地域の地質構造は，南東部に中心をもつ緩い半ドーム構

造で特徴づけられる．この構造により，中部の木田付近に分

布する安山岩溶岩と，南部の今市～重富にかけて分布する安

山岩溶岩は同層準となる（第 2，3図）．木田より北方では，

緩く北に傾斜する同斜構造を示すので，北部の勝地付近に分

布する安山岩溶岩は，重富や木田の安山岩溶岩よりも上位の

溶岩層と判断される．

基盤岩類と桜江層群との断層関係が確認できる露頭は多く

はないが，北部の勝地では，八戸川の河床に基盤の三郡変成

岩と桜江層群の安山岩溶岩が接している断層が確認できる

（第 4図）．破砕帯は，幅約 1 m，結晶片岩と安山岩の断層角

礫からなり，最大径約 50 cmのブロックを含む．破砕帯のマ

トリクスは，未固結の粘土状である．また，中部の木田付近

では，転石ではあるが結晶質凝灰岩のカタクレーサイトを発

見した．

旭層群と桜江層群の関係

山内（1986）は，本地域の桜江層群相当層を旭層群と命名

し，下部の今市累層と上部の丸原累層に区分した．今市累層

はさらに，下位より重富安山岩類，戸川流紋デイサイト質凝

灰岩類に細分され，丸原累層は，下位より木田安山岩類，御

神本火山亜円礫岩，山之内デイサイト質凝灰岩類，下田谷流

紋岩に区分された（第 5図）．そして，丸原累層と下位の今

市累層との関係は，高角不整合面または断層関係とされ，丸

原累層は，今市累層とは独立した新規の陥没構造を埋積した

とみなされた．

このうち今市累層は，桜江コールドロン埋積層と判断され

るので（新屋敷ほか，2002），丸原累層の埋積したコールド

ロンは，桜江コールドロンより新期の，たとえば川内コール

ドロンなどに相当することになる（Komuro et al., 2006）．

山内（1986）が重富安山岩類としたもののうち，東部地域

に NE−SW方向に細長く分布する安山岩は，以下の理由で溶

岩ではなく岩脈と判断される．すなわち，分布が桜江層群中

野層の一般走向を切っており，個々の安山岩の露頭の間には

結晶凝灰岩の露頭が確認される．これらのことから，この安

山岩は溶岩層として連続しないと考えられる．また薄片観察

では，この地域の安山岩には貫入岩に特徴的なオフィティッ

ク組織が認められた．

つぎに，丸原累層木田安山岩類（山内 1986）と命名された

安山岩は，下位層にアバットする不整合関係とされていたが，

下位の結晶質凝灰岩とは調和的な構造を示し，境界部に高角

アバット不整合面はみられない．また，層序的に木田安山岩

類が下位の結晶質凝灰岩を削り込んでいる関係は認められな

い．したがって木田安山岩類とされた安山岩溶岩は，結晶質

凝灰岩の上位に位置する南部の安山岩溶岩と同層準であると

考えられる．

本研究で記載した火山礫凝灰岩は，山内（1986）の山ノ内

デイサイト質凝灰岩類に相当する．山内（1986）では，木田

安山岩類とともに丸原累層に含められているが，上述のよう

に結晶質凝灰岩と安山岩溶岩は整合的に接しており，火山礫

凝灰岩はこれらの層に調和的に分布しているため，結晶質凝

第 3図 地質断面図（凡例は第 2図と同じ）．
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灰岩から火山礫凝灰岩までが一連に整合的に重なっていると

考えられる．

また，火山円礫岩は，山内（1986）では御神本火山亜円礫

岩とされ，丸原累層の一部と考えられたが，結晶質凝灰岩・

安山岩溶岩・火山礫凝灰岩などの異なった層準を不整合で

覆っており，明らかに桜江層群堆積後の礫岩層なので，桜江

層群に含めることはできない．桜江層群より新しく，巨礫を

含む不淘汰な礫岩ということで，中新統備北層群などの可能

性も考えられるが，ひどく風化しているため岩相の識別も困

難で，現段階では時代の特定はむずかしい．

なお，山内（1986）の丸原累層に区分される下田流紋岩は，

結晶質凝灰岩・安山岩溶岩・火山礫凝灰岩の 3層準に接し，

構造を切って分布しているため，溶岩ではなく貫入岩と解釈

した．

以上のことから丸原累層は，今市累層（山内 1986）または

桜江層群中野層川戸凝灰岩部層（新屋敷ほか 2002）に含まれ

ることになる．したがって旭層群は，御神本火山亜円礫岩を

除いた大部分が桜江層群中野層相当層となる（第 5図）．

ま と め

（1）本調査地域は桜江コールドロンの南西部に位置し，基盤

と断層で接する陥没構造をなしている．

（2）山内（1986）の旭層群は，大部分が桜江層群中野層に相

当する．

（3）本地域の構造は，全体に南西に閉じた単純な半ドーム状

構造を形成していると推測される．

（4）桜江コールドロンより新期のコールドロンは，この地域

には認められない．
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第 5図 山内（1986）と本研究との地層区分対照関係．
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はかっていただいた．

以上の方々に厚くお礼申し上げる．
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